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項目 黒字２３地域 赤字１９地域

年間病傷事故診療件数
（獣医職員１人当たり）

９０７件 ５６０件

診療収入
（獣医職員１人当たり）

１，６８２万円 １，２７６万円

往診距離
（病傷事故１件当たり）

１４．５km ２６．０km

○ 家畜診療所の収支状況については、赤字の地域において、獣医職員１人当たりの
診療件数及び収入が少なく、往診距離が長い傾向が認められる。

家畜診療現場の状況（家畜診療所収支比較）

55.8% 24.6%
4.0%

15.7%

70.1% 17.3% 10.7%

4.1% 1.6%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

支出

収入 57.9% 16.5% 8.2%

4.8% 3.6%

0.2%

57.9% 21.3%
4.1%

16.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

支出

収入

（注：北海道を除く）
（出典：令和２年度農林水産省調べ）

○ 黒字地域計【収入】120.4億円【支出】115.8億円 ○ 赤字地域計【収入】37.6億円【支出】41.3億円
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（参考）家畜診療所の設置数

・令和３年４月１日時点の家畜診療所の設置数（職員が常駐している施設のみを計上）は、全国
（※）で２１７か所（前年に比べ４か所減少）
※栃木県、東京都、大阪府及び和歌山県を除いて設置。最も多いのは北海道の70か所。

設置主体別にみた家畜診療所の設置数（各年４月１日時点）

設置数（か所）
増減

令和２年 令和３年

総数 ２２１ ２１７ ▲４

うち組合営 ２１５ ２１５

うち市町村営 １ ０

うち連合会営 ５ ２

参考 農業共済団体等数の推移（単位：組織数）

令和２年４月 令和３年４月
組合 ６４ ５４
市町村 ３ ２
都道府県連合会 ７ ２

（出典／令和３年度農林水産省調べ） ４



（参考）家畜診療所の病傷事故診療実績
・令和２年度の病傷事故診療件数約２４３万件中、家畜診療所が行った件数は約１４４万件
※各都道府県の診療シェアは59.3％（最高値は香川県の100.0％、最低値は栃木県、東京都、大阪府及び和歌山
県の0.0%）。

所属別にみた病傷事故の診療を行った獣医師数及び病傷事故件数

参考 令和２年度における病傷共済金支払件数・病傷共済加入率（農家数ベース） 単位：件、％

病傷事故件数（件） 獣医師１人当たり
病傷事故件数（件／人） 診療シェア（％）

家 畜 診 療 所 １，４４０，５１４ ８１２ ５９．３
個 人 診 療 施 設 ８５１，６７４ ６５９ ３５．１
他 団 体 ６８，１２０ ３４４ ２．８
会 社 ４５，９０１ ６５６ １．９
家 畜 保 健 衛 生 所 ３，７８９ ９５ ０．２
その他（大学病院等） １７，２８３ １９９ ０．７
（注）診療シェア＝病傷事故件数×１００／病傷事故件数の総数

乳用牛 肉用牛 馬 種豚

件数 加入率 件数 加入率 件数 加入率 件数 加入率

１，１７２，９０１ ９０．５ １，１６７，３６１ ８９．７ １２，７９４ ７５．７ ６，０４３ ９．３

（出典／令和２年度農林水産省調べ） ５






